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地面から

“鉄筋の棒”が出ていた

転倒の中学生、15針縫うケガ

鉄筋の棒は、工事の際に地中に埋められ

施工業者が抜き忘れたと考えられる

２０２１／６／１０（木） １７：２０

２日、東京都の公園で遊んでいた中学生が転倒し、地面から出ていた鉄

筋の棒にあたり、膝下を１５針を縫うケガをする事故がありました。

鉄筋の棒は、園道を舗装する工事の際に地中に埋められ、施工業者が抜

き忘れたと考えられるもので、これが地面に露出して事故につながったと

のことです。

公園では定期的に清掃や点検が行われていましたが、この棒には気付か

なかったということです。

事故を受け区が園道を調査したところ、地中から、ほかに３本の鉄筋の

棒と鉄製の杭が１本見つかったということです。

区は今後、金属探知機を使用し、この公園全域を調査するほか、近年工

事を行った区内の公園、およそ６０か所についても調査を行い、再発防止

に努めたいとしています。


